
１　経済動向に係る企業等の声（7-9月期）

地域の経済動向（令和6年7-9月期）
《釧路・根室地域》

【建設業】 

・ メガソーラーは規制が厳しく、工事が止まると、土木下請けは人を雇っているのに代金をもらえず

厳しい状況になることがある。（金融機関） 

・ 資材や土地代高騰により住宅を建てる人が減っている。（金融機関） 

・ 公共工事を受注している事業者は堅調であるが、それ以外は酪農関係の工事縮小により、仕事が減

少し、厳しい状況である。このため、事業者の中には、本業のほかに、バイオガス発電事業等、新た

な事業を始めているところもある。（商工会） 

 

【製造業】 

・ 過去３ヶ月の売上は良くない。理由としては、搾乳量が少なくて製造が間に合わず、北海道物産展

等の出展が減ったのが要因。今後の見込みとしては、搾乳量が回復しており、北海道物産展等の出展

を増やしていく。（食料品製造業） 

・ 牧場のパート従業員が不足しているが、日本人の応募がない。外国人の採用も考えているが、協会

への手数料の支払いや住居の提供に伴うリフォーム料、送迎等の負担があるため検討中。（食料品製

造業） 

・ 今期は過去最低レベルで昆布が不漁であり、仕入れが減っている。しかし小売店からの発注数は変

わらないため、在庫がなくて対応できなくなっている。（水産加工業） 

・ 梱包資材や光熱費が高騰しているが、価格転嫁が進んでいない。価格を上げると卸先からの発注数

が減ることが考えられるため、価格を維持する工夫として内容量を減らすなどの対応をしている。（水

産加工業） 

・ 人件費は最低賃金の大幅な上昇に伴って上昇し、光熱費は大きな冷蔵庫が多くあるため、電気料は

３～４年前の倍の金額となっている。価格転嫁を行いたいが、卸先との取引のことを考えると難しい

状況である。コールドチェーン維持のため、冷蔵庫や冷凍庫の設備投資が必要になるが、多額の費用

がかかるため、踏み込めない状況。（水産加工業） 

・ 複合商業施設や製材工場、ホテルなど大型設備投資が予定されており、経済活性化が期待される一

方、より深刻な人手不足を招くことにならないかとの不安が残る。（金融業） 

 

【卸売・小売業】 

・ 漁獲量は減っているが魚価が上がっているので、売り上げは落ちていないものの、資材費や燃料代

が高騰しているため、経営環境は厳しくなっている。今後はサンマ漁に期待しているが、コンブ漁に

ついては、昨年は豊漁であったが、海中調査ではコンブの育ちが悪く、水揚げは厳しいことが予想さ

れる。（水産卸売業） 

・ 人手不足が深刻で、ハローワークを通じて募集を行っているが、応募がない。水揚げがあると、日

曜日も出勤が必要となることがあるが、従業員が不足しているため、代休を取ることができず、労働

環境は厳しい。（水産卸売業） 

・ 原材料や光熱費の高騰により弁当の価格を上げたため、客数も売上も減少している。今後も、引き

続き販売価格は上昇し、販売数も売上も厳しい状況が見込まれる。（食料品小売業） 

・ 小売業を軸に販路拡大を行いたいが、原料・輸送費が高く価格を下げられないのが、課題となる。

（食料品小売業） 

 

 

 

 

 



（釧路･根室） 

 

【運輸業】 

・ 釧路港では、国際物流ターミナルを中心に飼料原料の取扱いや釧路火力発電所向けの燃料などに堅

調な荷動きが見られたが、農作物や生乳は不作や需要の減少により、前期に引き続き取扱いが減少し

た。（運輸業） 

・ ドライバー不足と燃料代高騰に特に苦慮しており、燃料代の価格転嫁はうまくいっていない。（金

融機関） 
  

【サービス業】 

・ 観光業はコロナ禍前に戻りつつあり、黒字もしくは赤字幅の減少傾向にある。ただし、人手不足の

ため、客が増えても事業者側が対応出来ていないケースも見られる。（金融機関） 

・ 宿泊・小売業については、今年度から、町内において大手企業の工場建設工事が始まり、町外から

工事関係者が滞在しているため、町内のホテル・旅館の稼働率が上がっている。また、宿泊施設の不

足から、新たに工事関係者を対象にした宿泊施設の開業も計画されている。工事関係者の利用によ

り、コンビニ等の小売業も好調である。（商工会） 

・ 居酒屋についてはコロナ禍前に戻りつつある事業者もいるが、スナック関係は客足の戻りが鈍く引

き続き厳しい状況。（商工会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【直近の景況感】

【景況感の推移】

大地みらい信用金庫

R6-Ⅰ R6-Ⅱ R6-Ⅲ

釧路信用金庫

R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ

人手不足や物価高の影響が続くことが予想され
ること、当地では賃上げが進んでいるとは言い
難く、当面の景況は「変わらない」と判断してい
る。

大地みらい信用金庫

当地域の主産業であるサンマ漁が始まり現時
点では豊漁であるが、最終漁獲量は不透明。酪
農業において、乳量は前年比を上回るも計画比
では下回り推移している。依然として原材料費
や人件費等の高騰、人手不足など企業の経営
を逼迫。観光客の入込数はコロナ禍前の水準
に戻りつつあるが、物価高が続き節約志向の上
昇から消費動向の伸びは見られない。以上のこ
とから、コロナ禍前と比較して回復の兆しは見え
るものの、生産動向、消費動向ともに目立った
動きは見られないため、「やや低調」と総合的に
判断した。

主産業である漁業において、秋サケ漁が不漁
見込みであり、酪農業における乳量について
も、計画比を下回り続ける予想となっている。原
材料費や物価高騰からの脱却も見えず、観光
においてインバウンドによる入込数増加の期待
はあるものの、生産動向は芳しくないと予想し、
今期から「変わらない」と予想した。

釧路信用金庫

当地ではクルーズ船の寄港や空港旅客数・観
光客数が増加傾向にあり、宿泊業・飲食業等に
好影響を与えている。一方で、人手不足や物価
高の影響は、ほぼ全ての業種に波及しており、
総合的な景況感は前期同様、「普通」と判断し
た。

低調

現在の景況感 次期見通し

総合
生産
動向

消費
動向

判断理由 方向感 判断理由

２ 道内金融機関から見た地域景況感（7-9月期）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に低調非常に好調 好調 やや好調 普通 やや低調



資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】

資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

４ 各種経済指標

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】

△ 10 △ 9 △ 8 0 0 25

△ 22 20

サービス業 △ 34 7 △ 43 △ 29 △ 44 0 △ 18

0 0 10 0 0 △ 30運輸業 △ 30 △ 18 △ 34 △ 8 0

△ 25 △ 11 △ 17 △ 15 △ 20 43

△ 18 △ 18

卸売・小売業 △ 18 △ 14 △ 38 △ 38 △ 22 △ 18 △ 20

△ 30 △ 36 △ 20 △ 25 △ 31 △ 36製造業 △ 25 △ 27 △ 25 △ 40 △ 60

△ 20 △ 30 △ 18 △ 17 △ 27 △ 43

△ 18 △ 2

建設業 △ 36 △ 27 △ 10 0 △ 36 △ 18 △ 10

△ 14 △ 17 △ 12 △ 15 △ 14 △ 20全業種 △ 29 △ 15 △ 31 △ 22 △ 32

R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ R6-Ⅱ R6-Ⅲ

３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）

R3-Ⅲ R3-Ⅳ R4-Ⅰ R4-Ⅱ R4-Ⅲ R4-Ⅳ R5-Ⅰ

（右軸：前年同月比（差）：％）
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